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【同病は相哀れむと言うけれど 同好ならば相楽しまむ】 

 

 

 

 

 

 

 

 8月 12日読売新聞朝刊生活面に「サニタリーボックス 男 

子トイレにも」（板東玲子）という記事が掲載されて反響を呼 

んだ。（呼んだと思うが、読んだという人には会ってないので、 

どのくらいヨンダのかは調べないと分からない） 

この記事には小生も登場した。登場したのだが、顔写真や名 

前は出ないので、誰も気がつかなかった。（というのは、「また

新聞掲載だね」、との声やメールは無かったからだ） 

「東京都内の男性（70）」が小生だとは、知る人のみぞ知るで 

あり、知るに至った人も小生が送ったメールを見て知ることにな

ったからである。 

 記事本文で「膀胱がんの全摘出手術を受けて、尿パッドが欠か

せなくなった」と紹介されたのが、フジテレビの朝番組で人気キ

ャスターだった小倉智昭さんである。 

 板東記者から「尿パッドを使用している男性で、取材に協力で

きる方を知りませんか」と聞かれて、探したけれど見つからなか

ったので前立腺肥大で悩む我身のことをあれこれと書き送った。  

数年前に生検を受けた経験や尿パッドを旅行の際に使用した事や試しに散

歩で使った事を書き送った。「野本さんのコメントを入れさせて頂きます。

野本さんとは分からないように書きます。如何でしょうか？」と送られて

きたものが、当日の記事に掲載された。 

 誰も小生と分からないのでは笑ってもらえないと思い、あれこれジョー

クを交えて、友人・知人に新聞登場の顛末を書き送った。 

 ジョークサロンを含め、シニアグループ、会社同期や学生時代の仲間と

いった方々に送った。心温まる返事を幾人かの方々から頂き、涙とともに

尿もまた出るほど有り難かった。 

 かつて小倉さんは、英国ミステリー作家ディック・フランシス氏が死去

した折、テレビ番組の最中に「大好きなディック・フランシスが亡くなり、とても寂しい思いで

す」と語った。僕は偶然視聴したのだ。それ以来小生は小倉さんに好感を抱いている。  

 同好の士だった小倉さんは、同病の士としてより一層の仲間になったような気がする。 

前立腺肥大次第に大となり トイレが近く尿意ドンなり  

フランシス大好きですと聞いてから 親しみ増した小倉智昭 

フランシス小倉智昭好きと聞き 馬合うはずと興奮のとき 

楽しみは土日の夜のフランシス 興奮抑え読みふけるとき 



２０２２年８月１２日                野本浩一 

読売新聞８／１２朝刊 １２頁 笑い事じゃないけど笑えるかもしれない記事の笑介です。 

 

野本が何回か取材を受けたことがある 生活部 板東玲子記者がとりまとめた記事が掲載されました。 

彼女から、「お顔の広い野本さんは、実際に尿パッドを使用している男性をご存じありませんか。 

 匿名にて取材させていただきたいのです・・・が」と相談を受けました。 

ジョークサロンやダイヤさわやかネットの皆さんにご案内しましたが、不発に終りました。 

実は、小生は 泌尿器科に通院してまして、旅行で一回、国内で数回試しに使ったことがありました。 

そのことを 詳細に想い出して、あれこれと長々と書き送ったのです。 

板東記者から、「野本さんのコメントを一部借用します。よろしくお願いします。」と返事あり。 

という次第で、本日無事に掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 後段の 東京都内の男性（７０）とは、小生のことであります。 

   一部書き直されてますが・・・・。 

   野本コメント（板東記者一部改変） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  かなり以前のことですが、とある居酒屋で 美味しくビールを飲んでいたら・・・・ 

 トイレに行きたくなり、行かざるを得なくなりました。 

  男子トイレは学生と覚しき若者達で溢れて、順番待ち状態・・・。 

 「すまん、オジサン 先にさせてよ・・・ 

  トイレが近くて  『 尿意ドン！ 』 なんだよ」 

 と言って、割り込ませてもらいました。 

 

 若者達・・・大爆笑 でしたねぇ。 

 

 ということで、これが 最近 ZOOMで ２時間ほどの会合のおりに、 

 野本が積極的に声かけて、 途中でトイレタイムを はさむ 理由になっております。 

 

 いやー、 『 尿意ドン！ 』 駆け込みは 続いて 増 田明美 です。  

 

        お粗末です。   

 

  では、また。ZOOMでお会いしま 小 学校。 


